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私たちが生活をしていくうえで、必ず出てしまうごみ。このごみをいかに資源として
活用するか。減量化のためにはどうすればいいのでしょうか。今回は、資源化や減量
化の取り組みなどを紹介します。

��������	
	・���

こ 
の
液
肥
、 何
か
ら
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

実
は
、 生 
ご
み
な
ん
で
す
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可
燃
ご
み
の
半
分
が
生
ご
み

　

真
庭
市
に
あ
る
�
カ
所
の
ご
み

処
理
施
設
（
以
下
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
）
で
は
、
年
間
約
�
万
�

千
㌧ 
の
ご
み
を
処
理
し
、
年
間
約

�
億
円
の
処
理
経
費
が
掛
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
灰
な
ど
を

埋
め
立
て
処
分
す
る
最
終
処
分
場

の
容
量
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
出
さ
れ
る
ご
み
の
内

容
を
調
査
し
た
結
果
、
可
燃
ご
み

の
約
�
万
�
千 
㌧ 
の
中
に
は
生
ご

み
や
紙
ご
み
（
雑
が
み
）
な
ど
資

源
化
で
き
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
特
に
生
ご
み
は
、

総
量
の
半
数
を
占
め
て
い
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

生
ご
み
の
焼
却
量
を
減
ら
す
こ
と

が
重
要
と
考
え
、ま
ず
、生
ご
み
の

資
源
化
に
着
目
し
、
平
成　
��

年
度
か
ら
、
生
ご
み
を
分
別
収

集
し
堆
肥
化
す
る
「
生
ご
み
資
源

化
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
地
区
の
約　
��

 
㌫ 
の
世
帯
か
ら
協
力
を
得
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業
を
市
内
全

域
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

可
燃
ご
み
の
削
減
に
大
き
な
効
果

が
出
せ
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
約
�
割
を
占
め
る
紙
類

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の　

月
か
ら

��

古
紙
類
の
収
集
日
に
収
集
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
上
手
に
分
別

す
れ
ば
ご
み
が
減
り
、
ご
み
処
理

に
掛
か
る
費
用
も
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
平
成　

年
�
月
に
真

��

庭
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

か
ら
、
今
後
の
廃
棄
物
処
理
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
、

こ
れ
を
基
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

皆さんのご協力を
お願いいたします

生活環境部環境課

�   
まつ

 尾  高 行   主任
お たか ゆき

家庭から出る可燃ごみの内訳�

（平成25年度調査）�

生ごみ�
49％�

紙類 21％�
（リサイクル可能）�

ビニール・�
合成樹脂類�
14％�

その他�
16％�

平成��年度 真庭市のごみの排出量

家庭から出るごみ

�����ｔ／年燃えるごみ

���ｔ／年燃えないごみ

���ｔ／年粗大ごみ

���ｔ／年資源ごみ

�����ｔ／年計

事業所から出るごみ

�����ｔ／年燃えるごみ

��ｔ／年燃えないごみ

���ｔ／年粗大ごみ

���ｔ／年資源ごみ

�����ｔ／年計

　

真
庭
市
の
ご
み
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ご
み
を
資
源
化
・
減
量
化
す
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
真
庭
市
の
ご
み
の
現
状
や
、
取
り
組
み
に
つ

い
て
環
境
課
の
�
尾
高
行
主
任
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

知  
っ 
て
い
ま
す 
か
？

ご
み
の
こ
と

※産業廃棄物を除く
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バ
イ
オ
液
肥
の
実
証
に
尽
力

　

真
庭
広
域
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
協
同
組
合
（
以
下
、
組
合
）

は
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
地
域

循
環
を
目
標
に
、
平
成　

年
�
月

��

に
設
立
し
ま
し
た
。
組
合
の
活
動

と
し
て
は
、
主
に
前
身
の
任
意
団

体
の
と
き
か
ら
、
市
と
協
力
し
て

生
ご
み
の
資
源
化
事
業
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、生
ご
み
・

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
か
ら
作
ら
れ

た
バ
イ
オ
液
肥
の
栽
培
実
験
を
落

合
地
区
の
一
部
の
圃
場
で
行
い
ま

し
た
。
収
穫
し
た
米
の
量
は
周
辺

の
圃
場
と
比
較
し
た
結
果
、
同
程

度
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。
�
月

に
は
農
林
水
産
省
か
ら
の
委
託
事

業
で
建
設
し
て
い
る
メ
タ
ン
発
酵

プ
ラ
ン
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。
�

月
か
ら
久
世
地
区
で
分
別
収
集
さ

れ
る
生
ご
み
を
原
料
と
し
て
バ
イ

オ
液
肥
の
製
造
を
開
始
し
ま
す
。

農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
に
も
協

力
い
た
だ
い
て
、
北
房
と
落
合
地

区
の
一
部
で
展
示
圃
場
（
一
般
の

方
に
も
見
に
来
て
も
ら
え
る
圃

場
）
を
設
け
て
、
バ
イ
オ
液
肥
の

啓
発
活
動
を
含
め
た
栽
培
実
験
を

行
い
ま
す
。
メ
タ
ン
発
酵
プ
ラ
ン

ト
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
、
浄
化
槽
汚
泥
、
家
畜
糞

尿
を
集
め
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
、
メ

タ
ン
ガ
ス
と
液
肥
を
生
成
し
ま

す
。
液
肥
は
、
水
稲
で
の
利
用
を

メ
イ
ン
に
、
野
菜
の
栽
培
・
遊
休

農
地
の
再
利
用
化
の
た
め
に
も
使

用
し
て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
市
と
協
力
し
な
が

ら
、
行
政
で
は
で
き
な
い
部
分
を

補
い
、
よ
り
資
源
が
循
環
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

循環するまちづくりを
目指しています

真庭広域廃棄物リサイクル事業協同組合

事務局   山  口   浩   さん
やま ぐち ひろし

平成��年度に行われた水稲のバイオ液肥栽培圃場（下河内）

収量��ａ当たり  ���ｋｇ（����俵） （周辺圃場と同程度）

�月に完成したメタン発酵プラント（年間バイオ液肥���� ｔ 製造可能）

　

真
庭
市
は
生
ご
み
を
循
環
利
用
す
る
仕
組
み
と
し
て
、「
真
庭
広
域
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
」

と
協
力
し
、
生
ご
み
と
浄
化
槽
汚
泥
を
原
料
に
、
メ
タ
ン
発
酵
処
理
に
よ
り
液
肥
を
製
造
し
、
農
地
に
還
元

す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
真
庭
広
域
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同

組
合
事
務
局
の
山
口
浩
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

生   
ご
み
・ 
し 
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
が
肥
料
に
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と
て
も
助
か
り
ま
す
よ

　

生
ご
み
資
源
化
推
進
モ
デ
ル
事

業
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
私
の

家
は
�
人
家
族
で
す
の
で
、
出
る

可
燃
ご
み
の
量
が
と
て
も
多
い
で

す
。
普
段
は
生
ご
み
も
入
っ
た
ご

み
袋
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
の

も
重
た
く
て
、苦
労
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
で
は
、
バ
ケ

ツ
に
生
ご
み
が
た
ま
っ
た
ら
、
時

間
も
気
に
せ
ず
い
つ
で
も
出
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
ご
み
の
量
も

ご
み
袋
も
半
分
く
ら
い
に
な
り
ま

し
た
。
�
月
か
ら
ま
た
事
業
が
始

ま
る
の
で
、
今
か
ら
待
ち
遠
し
い

気
持
ち
で
す
。
こ
の
事
業
が
短
期

間
だ
け
で
は
な
く
、
ず
っ
と
続
い

て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
に
な
れ

ば
、
高
齢
者
も
増
え
て
き
ま
す
の

で
、
ご
み
出
し
が
と
て
も
楽
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

液
肥
散
布
に
協
力
を
し
ま
す

　

市
役
所
か
ら
営
農
組
合
を
通
じ

て
、
田
ん
ぼ
に
バ
イ
オ
液
肥
散
布

の
実
証
実
験
を
さ
せ
て
も
ら
え
な

い
か
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
生
ご

み
な
ど
か
ら
作
ら
れ
た
液
肥
に
ど

れ
だ
け
の
効
果
が
あ
る
の
か
知
り

た
い
と
思
い
、話
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
は
、
効
果
を
確
認
す
る
た
め

に
、「
堆
肥
と
化
学
肥
料
」、「
堆
肥

と
液
肥
」、そ
し
て「
液
肥
の
み
」の

�
つ
の
田
ん
ぼ
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

成
長
に
ど
れ
だ
け
の
差
が
あ
る
の

か
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

米
作
り
の
�
割
は
自
然
に
左
右
さ

れ
ま
す
。
後
の
�
割
で
ど
れ
だ
け

安
い
肥
料
で
、
お
い
し
い
も
の
を

作
れ
る
の
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
液
肥
の
効
果
が
十
分
得
ら
れ

た
ら
、
今
後
の
米
作
り
に
も
ぜ
ひ

活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 西  村  良 一   さん（山田）
にし むら りょう いち

 矢  谷  珠 子   さん（五反）
や だに たま こ

循循循循
環環環環
循 
環
すすすす
るるるる
す
る

まままま
ちちちち
ま
ち
づづづづ
くくくく
りりりり

づ
く
り

�

�
�

利用利用 液肥化液肥化

分別分別

７ 月から生ごみの
資源化事業を

久世地区で実施します �

農家へ

供給供給 収集収集

�
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適切な処理を
お願いします

クリーンセンターまにわ

 小  野  勝  哉  主査
お の かつ や

小
型
家
電 
っ 
て
こ
ん
な
も
の

　

電
気
や
電
池
で
動
く
家
電
が
主

な
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
家
電
�

品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷

蔵
庫
、
洗
濯
・
衣
類
乾
燥
機
）
は

対
象
外
で
す
の
で
、
適
正
な
方
法

で
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
家
電
は
都
市
鉱
山

　

小
型
家
電
に
は
、「
ベ
ー
ス
メ
タ

ル
」
と
い
わ
れ
る
鉄
や
銅
、「
貴
金

属
」の
金
や
銀
、
そ
し
て
「
レ
ア
メ

タ
ル
」
と
い
う
希
少
金
属
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
鉱
物
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
日
本
全
体
で
年
間
に

廃
棄
さ
れ
る
小
型
家
電
は
約　

万
��

㌧ 
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
含
ま
れ
て
い
る
有
用
な
金
属

の
量
は
約　

万
㌧
、
金
額
に
し
て

��

約
�
�
�
億
円
に
も
上
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
使
用

済
み
小
型
家
電
は
、
都
市
に
あ
る

鉱
山
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
「
都
市
鉱
山
」
は
、

約
半
分
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ず
に

埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
小

型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ

れ
、
ほ
ぼ
全
て
の
家
電
を
対
象
と

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
小
型
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
市
町
村

が
使
用
済
み
小
型
家
電
を
回
収
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
真
庭
市

で
も
、
小
型
家
電
の
収
集
日
に
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
る
ほ
か

市
役
所
本
庁
舎
や
各
振
興
局
に

「
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」を
設

置
し
回
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む

人
も
増
え
て
い
ま
す
。

小型家電一例

ビデオカメラ ノートパソコン 携帯電話

デジタルカメラ ドライヤー 炊飯器

など

小型家電回収ボック ス

　小型家電は資源ごみの袋に入れて、ごみ
ステーションに出すか、個人情報や盗難が
心配なものは市役所に設置している回収ボ
ックスに入れてください。ただし、個人情
報は必ず各自で削除してから出すようにし
てください。

回収ボックスは市役所本庁舎、
各振興局に設置しています

小型家電回収ボックスには、

横���×縦���
に入るものに限ります。

集められた小型家電

　

小
型
家
電
は
、
金
属
類
と
し
て
処
理
さ
れ
る
と
、
鉄
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
に
分
別
し
た
残
り
は
焼
却
さ

れ
た
後
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
真
庭
市
の
小
型
家
電
の
回
収
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
小
野
勝
哉
主
査
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

小   
型
家
電
か
ら
希
少
金
属
を
回
収



循
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メ
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消費者�

メーカー�

原材料として使用�

金属製錬事業者�

①ごみステーションへの排出（資源ご�
　み袋に入らないものは粗大ごみ）�
②小型家電回収ボックス（市役所本庁�
　舎、各振興局）�

金属の取り出し�

回収�
小型家電�

小型�
家電�

製品�

製錬原料�
国が認定するリサイクル工場�

市内のクリーンセンター�

分解・粉砕・選別�

小型�
家電�

金属資源�
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市
内
の
回
収
状
況

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
回
収
ボ

ッ
ク
ス
に
廃
棄
さ
れ
た
小
型
家
電

は
、
各
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
い

っ
た
ん
集
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
後
、

平
林
金
属
株
式
会
社
（
環
境
大
臣

お
よ
び
経
済
産
業
大
臣
に
よ
る
認

定
）
が　

㌔ 
当
た
り　

円
（
税
抜

��

��

き
）
で
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
ア
ル
ミ
や
銅
な
ど　
��

種
類
以
上
の
金
属
に
分
別
さ
れ
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
、
市
内
各
地
か
ら
廃
棄
さ
れ
た

小
型
家
電
は
約
�
�
�
㌧ 
に
の
ぼ

り
、
約　

万
円
で
引
き
取
っ
て
も

��

ら
え
ま
し
た
。
廃
棄
物
を
出
す
際

に
は
、
無
許
可
の
回
収
業
者
の
利

用
は
せ
ず
、
適
切
な
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

�クレーンで破砕機へ �回収した小型家電を引き取り

���種類以上の金属などに分別（一例） �破砕されたものを分別

　岡山県では、県全域の公共施設のクールシェアスポットを対象にした
キャンペーンを実施します。この夏はキャンペーンに応募してみませんか。

■内容
①期間内に県内のクールシェアスポッ トまたはイベントでスタンプを押す
　※�人�日�個まで
②スタンプ�個を�口として応募（�人��口まで）
③応募者の中から抽選により商品を進呈
④応募締切は�月��日�消印有効

クー ルシ ェア ス ポ ッ ト OKA Y AMA キャン ペーン
実施期間 � �月�日�～�月��日�

市内クールシェアスポット
▼

マルイアルティ 店

北房図書室　落合図書室

久世図書館　勝山図書館

美甘図書室　湯原図書室

蒜山図書館

平成��年度の小型家電引き取り集計数

引き取り金額合計
コスモスクリーン
センター 

クリーンセンター
まにわ 

真庭北部クリーン
センター 

�������円�����������������������������合計

※���未満切り捨て

抽選で、  特産品
や節電グ ッ ズを
プ レゼン ト
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平
成　

年
度
に
実
施
し
た
家
庭
ご
み
の
組
成
調
査
の
結
果
、
可
燃
ご
み
の
中
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
ご

��

み
が
約　

㌫ 
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
上
手
に
分
別
す
れ
ば
可
燃
ご
み
も
減
り
、
ご
み
袋
に
掛
か
る
費
用
も
減

��

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
地
区
で
古
紙
類
（
資
源
ご
み
）
の
収
集
日
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
分

別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
雑
が
み
分
別
表
が
市
役
所
窓
口
に
あ
る
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

雑   が
み
を 
分
別
し 
て
ご
み
捨
て
費
用
も 
削
減

出
せ
る
も
の

　

紙
箱
、
包
装
紙
、
チ
ラ
シ
・
プ

リ
ン
ト
類
、
紙
袋
、
封
筒
・
は
が

き
、
ラ
ッ
プ
の
芯
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
、
厚
紙
、
ポ
ス

タ
ー
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の

芯
な
ど

出
せ
な
い
も
の

　

汚
れ
た
紙
、
匂
い
の
つ
い
た
紙

（
石
け
ん
の
包
み
紙
、
洗
剤
の
箱
、

線
香
の
箱
な
ど
）、
感
熱
紙
、
写 

真
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、
衛
生
紙
（
お

む
つ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど
）、防
水

加
工
紙
・
ア
ル
ミ
や
ビ
ニ
ー
ル
で

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
紙
（
紙
コ
ッ

プ
、
紙
皿
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の

容
器
な
ど
）、
和
紙
（
障
子
紙
、
ふ

す
ま
紙
、
半
紙
な
ど
）、
金
紙
、
銀

紙
な
ど

※
可
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い

出し方の例

雑がみの出し方
（例）

①雑がみだけをまとめてひもでしばって出します

②雑誌と一緒にひもでしばって出します

③紙袋に入れて上部から 紙が出ないよう に ひもでしばって出します

※段ボール、新聞紙、牛乳パックとは別にしばって出してください

あるお家では、雑がみ箱をごみ箱のそばに
置いています。
ごみ箱に入れる前に、これって資源になる
な。と考えて、ビニール部分を破ってごみ
箱へ。紙部分を雑がみ箱へ。
こうして、このお家では、ごみ袋代を節約
しているのでした。

● 雑がみを集める工夫を紹介 ●

　ビニール、セロハンなど紙以外の素材は取
り除いて出してください。簡単に取り除けな
いものは、燃えるごみとして出してください。

注意注意!!! !

クールアース・デー
毎年�月�日は、クールアース・デー。照明を消して天の川を
見ながら、地球環境の大切さを再認識し、低炭素社会への歩み
を実感するとともに、家庭や職場における取り組みを推進する
ための日です。�月�日（火）の午後�時～�時間の間は家の明か
りを消して、ゆっくりと夏の夜空を見上げてみませんか。

毎年
７月７日
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次世代に思いつなげるエコライフ
� 月は全国統一の環境月間です。
この � カ月を機会にごみのことやエネルギーのことを見直し、
環境にやさしい生活を実践してみませんか。

問い合わせ先　生活環境部環境課　牧・大倉　℡�-��-����

　

岡
山
県
で
は
、
毎
月　

日
を
県

��

下
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
と
定

め
、
家
庭
ご
み
と
二
酸
化
炭
素
の

発
生
量
を
削
減
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ジ
袋

の
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
で
石
油

資
源
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。
出

掛
け
る
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

ち
、
あ
な
た
も
今
日
か
ら
エ
コ
な

買
い
物
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

岡
山
県
で
は
�
月
�
日
〜
�
月

　

日
を
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
期

��間
と
し
て
積
極
的
な
ク
ー
ル
ビ
ズ

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
無

理
の
な
い
範
囲
で
緑
の
カ
ー
テ
ン

や
た
て
す
な
ど
を
活
用
し
、
冷
房

に
頼
ら
ず
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

��
買
物
�で
エ 
コ

��
薄
着
�で
エ 
コ

マイバックを持つこ
とを心掛けましょう

薄着で、冷房は��℃
を目安にしましょう

��������	������

旭 川と 私たちのく ら し
���������������������
��������	
�
������������

��������	
�
�����������
��������������	
������

川に関係のある団体の活動を
パネル展示して紹介します

真庭を流れる旭川
身近すぎてあまり気にしていないかも

旭川についてあらためて
考えてみませんか

����������	
��������

プログラム

�基調講演 ～山を守り、水源を守る～
�旭川流域の水質状況と課題
�下水道のしくみと私たち
�真庭市から旭川に流れるごみ
�パネルディスカッション「旭川と私たちのくらし」

�問   旭川流域ネットワーク事務局
　  ℡���-����-����



Maniwa ��

トピックス�

真
庭
圏
域
消
防
操
法
訓
練
大
会

訓
練
の
成
果
を
発
揮

整列する湯原方面隊

　

�
月　

日
、
第
�
回
真
庭
圏
域
消
防
操

��

法
訓
練
大
会
が
、
真
庭
や
ま
び
こ
ス
タ
ジ

ア
ム
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
と
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
が
行
わ
れ
、
厳
し
い
訓
練
を

重
ね
た
各
方
面
隊
員
た
ち
は
機
敏
な
動
き

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
上
位
に
選

ば
れ
た
チ
ー
ム
は
、
�
月　

日
に
行
わ
れ

��

た
、
第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

��

に
出
場
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
、

真
庭
市
消
防
団
湯
原
方
面
隊
が
�
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

�
月　

日
に
行
わ
れ
た
真
庭
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

��

正
副
議
長
な
ら
び
に
常
任
委
員
会
な
ど
の
議
員
構
成
が
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
委
員
会
の
委
員
も
任
期
満
了
な
ど
に

伴
い
、同
臨
時
会
で
議
会
の
選
任
と
任
命
同
意
な
ど
を
経
て
、

新
た
な
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

真
庭
市
総
合
教
育
会
議

市
長
と
教
育
委
員
会
が
協
議

教育への思いを語る太田市長

　

�
月　

日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
、
教
育

��

委
員
会
制
度
の
見
直
し
に
伴
い
設
置
さ
れ

た
総
合
教
育
会
議
の
初
会
合
が
開
か
れ
ま

し
た
。市
長
と
教
育
委
員
と
の
意
志
疎
通
、

い
じ
め
へ
の
迅
速
な
対
応
な
ど
が
目
的
で
、

改
正
地
方
教
育
法
で
全
自
治
体
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
長
と
�
人

の
教
育
委
員
が
出
席
し
、
大
綱
の
策
定
、

会
議
運
営
要
綱
案
な
ど
に
つ
い
て
議
論
。

市
長
は
「
首
長
と
教
育
委
員
会
が
一
体
と

な
り
、
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
て
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市
議
会
の
正
副
議
長
、

各
委
員
会
の
委
員
が
決
定

  
教
育
委
員
会

【教育委員】

 井  口   利 美    氏
い ぐち とし み

（��歳／落合垂水）

  
監
査
委
員

【監査委員】

  地  秀 育    氏
ち ひで のり

（��歳／鹿田）

  
真
庭
市
議
会

【議長】

 竹  原   茂 三   氏
たけ はら しげ み

（��歳／栗原）

【副議長】

 宮  田   精 一    氏
みや だ せい いち

（��歳／岩井谷）

  
農
業
委
員
会

【農業委員】

 柿  本   健 治    氏
  かき もと けん じ

（��歳／本庄）

【農業委員】

 妹  尾   智 之    氏
せの お とも ゆき

（��歳／久世）

くさ
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ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
市
民
会
議
結
成
大
会

市
民
み
ん
な
で
考
え
る

　

�
月　

日
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

��

生
市
民
会
議
結
成
大
会
が
勝
山
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。真
庭
市
で
は
、

「
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
策
定
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
戦
略
の
策
定
や
推
進
を
し
て

い
く
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
市
民
会

議
」
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
第
�
次
真
庭
市
総
合
計
画
、
地
方
創

生
、
市
民
会
議
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
、
応
募
し
た
市
民
約
�
�

�
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地方創生について説明する担当者

市政に関する動きの一部を紹介します

�
������

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

岸田敏志さんの歌と人柄に感動

　先般、岡山市で開催された岸田敏志コンサート

に行きました。岸田さんは、本名「稲田」さん、

落合高等学校を卒業されています。京都の学生時

代に歌手としてデビューし、その後は俳優もされ、

オペラでもご活躍されているので、ご存じの方も

多いことでしょう。ありがたいことに、ふるさと

真庭に常に熱い思いを寄せて、真庭大使、市民憲

章の起草委員としてご貢献いただき、真庭高等学

校校歌の作詞作曲者でもあります。ありがとうご

ざいます。

　コンサートは当然のことながら盛り上がり、私

も久しぶりに青春のときめきを覚え、若き日の理

想を忘れずに頑張ろうと心を新たにしました。私

をそんな思いにさせたのは、岸田さんが純粋な魂

を持って、これまで歩んで来られたことに他なり

ません。岸田さん、感動をありがとうございまし

た。ますます輝いてください。

蒜
山
歴
史
大
学

郷
土
の
歴
史
に
親 
し
ん 
で

真剣に講義を受ける参加者

　

�
月　

日
、
蒜
山
郷
土
博
物
館
が
、
郷

��

土
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
り
、
そ
の
歴
史

を
調
べ
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た
い

と
今
年
度
初
め
て
企
画
し
た
「
蒜
山
歴
史

大
学
」
が
開
講
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会

職
員
が
、
蒜
山
や
新
庄
村
に
高
天
原
が
あ

っ
た
と
す
る
説
が
、
い
つ
頃
か
ら
誰
に
よ

っ
て
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い

う
事
な
ど
に
つ
い
て
講
演
。
参
加
者
は
真

剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
蒜
山
歴
史

大
学
は
今
年
度
、
古
代
と
中
世
を
テ
ー
マ

に
あ
わ
せ
て
�
回
開
講
の
予
定
で
す
。

川上こども園の園児たち
が、蒜山の天谷川で、絶
滅危惧種のカワシンジュ
ガイの保護のため、成長
に必要なアマゴを約���
匹放流しました。カワシ
ンジュガイの幼生はアマ
ゴのえらやヒレに寄生し
て成長します。

������カワシンジュガイを守りたい
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介護保険制度改正負担割合などを見直し
お知らせワ イ ド
���������	����
����

 ■一定以上の所得がある人は 利用者負担割合 が ��割 に（平成��年�月から）

 ■高額介護サービス費  の   月額上限 が見直しに

 ■介護保険施設における 食費・居住費の減額認定要件 が見直しに

��������������
　平成��年度介護保険制度改正に伴い、一定以上の所得のある人の利用者負担割合や高額介護サービス費の
月額上限額などが見直されました。その概要についてお知らせします。

�問   健康福祉部高齢者支援課　介護保険班　坂本　  ℡ �-��-����

　��歳以上の第�号被保険者で合計所得金額が���万円以上の人（単身で年金収入のみの場合���万円以上）
は、サービスを利用した時に支払う利用者負担割合が�割から�割になります。

【負担割合証の送付】平成��年�月下旬に、要支援・要介護認定を受けている全ての被保険者に対し、
　　　　　　　　　 �割負担または�割負担と記された「介護保険負担割合証」を発送します。

�割負担�   本人の合計所得金額が���万円未満

�割負担�
同一世帯の第�号被保険者の年金収入とその他の合計所得金額の合算が

単身で���万円未満、 �人以上世帯で���万円未満本人の合計所得金額
が���万円以上

�割負担�　 上記以外の場合

　同一世帯内に課税所得が���万円以上の第�号被保険者がいる場合、その世帯の高額介護サービス費の月
額上限が������円に引き上げられます。ただし、同一世帯内にいる第�号被保険者の「収入」の合計が単身で
 ���万円未満、�人以上で���万円未満の場合は、申請により������円の月額上限に戻ります。

平成��年�月まで 平成��年�月から

※現役並み所得者は、世帯内に課税所得���万円以
上の第�号被保険者がおり、その収入が���万円
（�人以上の場合は���万円）以上の人

月額上限利用者負担段階区分

��,���円（個人・世帯）生活保護受給者

��,���円（個人）合計所得と年金収入の
合計が��万円以下など市町村民税

非課税世帯 ��,���円（世帯）上記以外

��,���円（世帯）一般世帯

月額上限利用者負担段階区分

��,���円（世帯）一般世帯

��,���円（世帯）現役並み所得者（※）

�

�

　特別養護老人ホームなどにおける、食費・居住費の負担軽減（特定入所者介護（予防）サービス費）の認
定要件が段階的に追加されます。

これまでの要件「世帯全員が市町村民税非課税である、または生活保護受給者である」に下記が追加されます 。

世帯を分離していても、配偶者の市町村民税課税状況を勘案します配偶者所得を勘案

�平成��年
�月から 単身の場合�����万円未満、夫婦の場合�����万円未満であること預貯金等を勘案

第�段階（年金収入および合計所得金額の合計額が��万円未満）、第�段階
（年金収入および合計所得金額の合計額が��万円以上）の判定において、遺族
年金および障害年金といった非課税年金の額も含めて判定します

非課税年金を勘案�平成��年
�月から



１２０ 　万円未満�
第６段階�

７４,３００　円�

１２０ 　万円以上�
１９０ 　万円未満�

�

第７段階�

８０,４９０　円�

１９０ 　万円以上�
２９０ 　万円未満�

第８段階�

９２,８８０　円�

２９０ 　万円以上�

８０ 　万円以上�８０ 　万円以下�１２０ 　万円以上�
８０ 　万円以上�
１２０ 　万円未満�

８０ 　万円以下�

第９段階�

１０５,２６０　円�
第５段階�

６１,９２０　円�
第４段階�

５５,７２０　円�
第３段階�

４６,４４０　円�
第２段階�

４６,４４０　円�
第１段階�

２７,８７０　円�

はい�

いいえ�

いいえ� はい�

いいえ�

いいえ�

はい�

はい�

スタート�

あなたは生活保護を受けていますか？�

あなたは住民税が課税されていますか？�

同じ世帯に住民税が課税されている人がいますか？� 前年の合計所得金額が�

前年の課税年金収入額と�
合計所得金額の合計が�

あなたは老齢福祉年金�
を受給していますか？�

前年の課税年金収入額と�
合計所得金額の合計が�

���Maniwa

期限内に納付をお願いします平成��年度介護保険料
お知らせワ イ ド
���������	����
����

 ■介護保険料 の金額を チェック してみましょう（��歳以上の人）

 ■第 ��期の納付期限 は �月���日 （火）

　平成��年度から、「第�期真庭市高齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画」に基づいて、介護保険料が改定されていま
す。�月中旬に介護保険料の通知書と納付書などをお送り
しますので、納付期限内に納付してください。
�問   健康福祉部高齢者支援課  介護保険班   池田   ℡ �-��-����

納付をお忘れなく

�����

　平成��年度の介護保険料（��歳以上の人）の納付時期になりました。
普通徴収の第�期の納付期限は�月��日�です。なお、年金からの特
別徴収は�月から仮徴収が始まっています。

   Ｑ＆Ａ  よくある質問

Ｑ�．介護保険料は年金から引かれるんじゃないの？
　年金額が��万円未満の人は年金から引く「特別徴収」ができないため、納
付書などで納める「普通徴収」となります。また、新たに��歳になった人や
転入などで資格取得した人は、初めは普通徴収となります。

Ｑ�．介護サービスの利用予定はないけど、保険料を払わないといけないの？
　介護保険は介護が必要な人をみんなで支え助け合う制度です。サービスの
利用の有無にかかわらず皆さんに負担していただく必要があります。

Ｑ�．�月に仕事をやめました。今年の介護保険料は安くなるの？
　今年度の介護保険料は、「前年」の所得とそれにかかる住民税の課税状況に
より保険料の段階が決まります。現在の収入が保険料に反映するのは来年度
となります。

※通常は月末が納付期限ですが、月末が
休日の場合（第�期、第�期、随時期）は、
次の平日になります。
また第�期の納付期限は��月��日です。

納付期限
平成��年�月��日第�期
平成��年�月��日第�期
平成��年�月��日第�期
平成��年�月��日第�期
平成��年��月�日第�期
平成��年��月��日第�期
平成��年��月��日第�期
平成��年�月�日第�期
平成��年�月��日第�期
平成��年�月��日第��期
平成��年�月�日随時期

真庭市の介護保険料
基準額

年額 ������円



Maniwa ��※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

補助金・負担金白書公表しました
お知らせワ イ ド
���������	����
����

天津・川東こども園（仮称）平成��年�月開園予定
お知らせワ イ ド
���������	����
����

����������������・ ������
　真庭市の将来に責任を持ち、市民と一緒に行政経営を考えていくため、その第一歩として補助
金・負担金の実情を市民に公表しました。
　市民に真庭市の財政状況を説明し、今後の市民との関係づくりを進め、行政を「運営」から「経営」
に転換する起点になると考えており、真庭市の将来に対するの責任として、補助金・負担金の見直

しに取り組んでいきます。　 �問   総合政策部総合政策課　吉鶴　  ℡ �-��-����

名称募集�
こ ど も 園 �

　真庭市では、天津幼稚園、川東幼稚園、落合ひまわり保育園の�園を統合した、幼保連携型の

認定こども園を平成��年�月に開園する予定です。開園に当たってこども園の名称案を募集しま

すので、皆さんぜひご応募ください。　 �問   健康福祉部子育て支援課　庄司　  ℡ �-��-����

��������	


■応募資格　真庭市在住の人、もしくは真庭市内に通勤、通学している人
■応募方法　子育て支援課、もしくは振興局窓口、真庭市ホームページに用意している応募用紙に
　　　　　　①名称（「〇〇こども園」としてください）、②漢字の場合はふりがな
　　　　　　③その名称にした理由、④応募者の住所・氏名、⑤性別　⑥電話番号
　　　　　　を記入し、提出してください。（郵送、ファックス、メールいずれでも可）
■締め切り　�月��日�　※郵送の場合消印有効
■応募先　　〒���-����  真庭市久世����-�　
　　　　　　真庭市役所健康福祉部子育て支援課　℡ �-��-����　ＦＡＸ �-��-����
　　　　　　Ｅメール  ｋｏｓｏｄａｔｅ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ
■決定時期　�月末予定　※統合準備会（仮称）で協議・選定し、市長に報告の上決定

詳しくは、    真庭市　補助金　負担金　白書　  で　検索　

平成��年度交付補助金・負担金額（白書公表分）

補助金   ���件

総額  ��億������万円
負担金   ���件

総額  �億������万円

�



���Maniwa

再度確認をしてみましょう出水期に入る前に
お知らせワ イ ド
���������	����
����

締め切りは�月��日�まで追加募集します
お知らせワ イ ド
���������	����
����

河川の増水、土砂災害…�月は出水期です

��������������	�������������
　降水量が増え出水期に入る�月は、集中豪雨などによ
る自然災害の危険が増す時期です。日頃の備えは大丈夫
でしょうか。自分で情報を入手する手段や、地域で備える
ための制度について紹介します。出水期を迎える前に、再
度確認をしてみましょう。

�問   危機管理課　古林　  ℡ �-��-����

雨量をチェック ！
真庭市雨量監視システム

　市内��地点の雨量が分かる雨
量監視システムを真庭市ホーム
ページ上で公開しています。
「どれくらい降ってるの？」
雨が続いたときなどに気になる
情報を、自分でチェックしてみ
ましょう。また、ホームページ
から閲覧できるライブカメラで
は、河川状況も確認できますの
で、合わせてご活用ください。

雨量監視システム（雨量情報）
▼ｈｔｔｐ： / /ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｍａｎｉｗａ．ｌｇ．ｊｐ

　　　　　　　　　　/ｈｔｍｌ/ｕｒｙｏｕ/

地域で備える ！
自主防災組織補助金

　自主防災組織の資機材整備な
どを支援する補助金です。地域
の防災力強化にぜひご活用くだ
さい。補助金額など詳しくはお
問い合わせください。

■対象団体
自主防災組織
※自治会が最少単位
■補助対象経費
・防災資機材購入に係る経費
・防災マップ作成に係る経費
・防災士資格などを取得するた
　めに係る経費

情報をキャッチ！
おかやま防災情報 メ ール

　岡山県危機管理課が提供する
最新の防災情報が入手できるメ
ール配信サービス。気象台の発
表する各種警報や注意報、地震・
津波情報、避難情報、土砂災害
警戒情報など、役立つ情報が配
信されます。

　
右のＱＲコード
から岡山県防災
情報システムに
接続し、登録し
てください。
（登録無料）

���������平成��年度
採用 ���
　平成��年��月�日から勤務できる真庭市職員を追加募集します。市民と共に考え何ごとにも積極的に
取り組み、課題や目標に意欲を持ってチャレンジする人材を求めています。

�問   総務部総務課　  ℡ �-��-����

■受付期間　　　�月��日�まで　※郵送の場合、�月��日に到着したものまで有効
■第�次試験日　�月��日�
■受験資格　　　①昭和��年��月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業程度の学力を有する人
　　　　　　　　②平成��年��月�日から勤務できる人
■試験区分・採用予定人員など

■申し込み先　総務部総務課（〒���-���� 真庭市久世����-�）
　　　　　　　℡�-��-����　ＦＡＸ �-��-����

職務内容採用予定人員試験区分

　市長部局、教育委員会などで一般行政事務に従事�名事務職
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ご活用ください簡易給水施設補助金
お知らせワ イ ド
���������	����
����

図書館サービスの充実を目指してまにわ本クラブ
お知らせワ イ ド
���������	����
����

���������������	

　真庭市では、市が管理する上水道、簡易水道などの水道施設が整備されていない地域での生活用水確
保のため、簡易な給水装置の新設・修繕に対して補助金を交付しています。設置をお考えの場合は、水

道課にご連絡ください。 �問   建設部水道課　川端・樫尾　  ℡ �-��-����

※対象戸数とは、同じ自治会内または隣接する住居で構成され、共同で事業を行う戸数のことです。
※予算の範囲内で先着順に受け付けます。（申請多数で受け付けできない場合もあります）
※工事をしても水量を確保できなかった場合は、補助金を交付できません。

■対象者　市内に住所を有する人
■事業例
【水源確保】山水などの水源が枯渇し、新たに井
戸を掘る場合
【水質改善】山水や井戸の水質が悪化し、ろ過器
を設置する場合（蛇口付近に取り付ける簡易なも
のは対象外）
■補助対象地区　市管理の上水道、簡易水道また
は飲料水供給施設の給水区域であるかどうかによ
って対象が異なります。
【給水区域外】水質が不良な地区、または生活用

水の需給に困っている地区
【給水区域内】水道本管からの距離が約���ｍ以上
離れており、水質が不良な地区、または生活用水
の需給に困っている地区
■申請方法
事前協議の上、申請書類（事業計画書、設計書、
住民票など）を提出してください。
※申請書類は、事前協議の際、補助対象となる場
合に配布します。
※協議には、現地の位置図と現況または予定地の
写真を持参してください。

○補助金の内容

事前協議の期限対象区分補助率（補助限度額）
対象経費
の上限

対象戸数補助対象経費

随時新設・修繕
�/�以内（��万円）���万円�戸【請負施工の場合】

工事請負費など
　

【直営施工の場合】
材料費、労務費、調査費
　検査費、消費税など

�/�以内（���万円）���万円�～�戸

実施の前年度の
�月末日まで

新設

��%以内（�����万円）�����万円�～�戸

��%以内（�����万円）�����万円��～��戸

��%以内（�����万円）�����万円��戸以上

　市民参加による図書館運営を行うため、その運営母体となるボランティア活動組織「まにわ本クラブ」
を設立します。図書館や本の仕事に関わってみたいという皆さん、ぜひご登録ください。

 �問   教育委員会生涯学習課　田中　  ℡ �-��-����

����������������	「まにわ 本ク ラブ」
登録メン バー募集

■組織構成(登録資格)
　・真庭市司書資格取得支援制度を活用した
　　協力サポーター
　・当該ボランティアを希望する市民　など
■ボランティア内容
　〇ブックボランティア(書架整理、蔵書点検など)
　〇障がい者向け支援(朗読サービス)
　〇子供向けサービス(読み聞かせなど)
　〇環境整備(館内清掃、水やり)　など

■処遇　報酬、交通費などの支払いはありません
　　　  　※市がボランティア保険に加入します。
　　　　  ※市立図書館司書による研修機会を設けます

■登録方法　登録用紙に必要事項を記入し、生涯
　　　　学習課もしくは図書館(室)に提出

����������		
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薪・ペレットストーブなど申請は着工前に
お知らせワ イ ド
���������	����
����

申請をお忘れなく
お知らせワ イ ド
���������	����
���� 素敵な出会いを

お知らせワ イ ド
���������	����
����

木質バイオマス燃料の

ストーブや
農業用ボイラ������������
　真庭市では木質バイオマス利活用の一環として、木質バイオマスを燃料とする真庭市では木質バイオマス利活用の一環として、木質バイオマスを燃料とする
ストーブ、または農業用ボイラの購入に対する経費の一部を補助しています。詳ストーブ、または農業用ボイラの購入に対する経費の一部を補助しています。詳
しい内容については、お問い合わせください。しい内容については、お問い合わせください。

 ��問問 産業観光部林業・バイオマス産業課 石倉 ℡  産業観光部林業・バイオマス産業課　石倉　  ℡ ��--����--��������

��工事着工後の申請は補助金の交付対象となりませんのでご注意ください工事着工後の申請は補助金の交付対象となりませんのでご注意ください

■対象者　　真庭市内の個人、または事業者

■補助対象　真庭市内の住宅または事業所に、 木質ペレットストーブ、 薪

　　　　　　ストーブ、木質バイオマス農業用ボイラを新規導入する経費

　　　　　　（薪ストーブの場合は総事業費が��万円以上のものが対象）

■補助率　　事業費の�分の�以内

　　　　　　※ストーブは��万円、ボイラは��万円が上限

■補助要件　平成��年�月��日�までに設置できること

■受付期間　�月��日�～��月��日�

　　　　　　※予算の範囲内で先着順

■提出書類　①所定の申請書　 ②住民票または事業所の所在が分かる書類

　　　　　　③市税完納証明書　④カタログ（メーカー、型番などわかるもの）

　　　　　　⑤見積書（写し）

　平成��年�月�日に外国人登録制度が廃止さ
れ、特別永住者が所持している「外国人登録証
明書」は、一定期間、「特別永住者証明書」とみ
なされます。期間が満了する日までに「特別永
住者証明書」に切り替えてください。

 �問   生活環境部市民課　藤本　  ℡ �-��-����

切り替え申請が必要です

��������	

- 申し込み先・問い合わせ先 -
クリエイト菅谷

ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉ ｌ：ｃｒｅａｔｅ�ｓｕｇｅｄａｎｉ@ｃｈｉｖｅ�ｏｃｎ�ｎｅ�ｊｐ

　まにわ縁結び推進委員会がプロデュースするキャ
ンプイベントで、恋占のイベントも企画しています。
結婚に前向きな人の参加をお待ちしています。

マニワ・マッチ・メイキング

～サマーキャンプ i n 美甘～

■対象
○男性　真庭市在住の��～��歳までの独身
○女性　��歳以上の独身（住所不問）
■定員　男女各��人（定員を超える場合抽選）
■参加費　○男性�����円　○女性�����円　
■申込期限　�月��日�
■申込方法　ファックス、メールで申し込んで
ください。申込書は市ホームページなどから入
手できます。

と　き　�月�日�～�日�
ところ　クリエイト菅谷
　　　　（真庭市美甘����-�）

※中長期在留者の切り替えは入国管理局でお願いします。

■特別永住者証明書とみなされる期間
　（期間が満了する日）
①平成��年�月�日時点で��歳未満の人
　　→��歳の誕生日まで
②平成��年�月�日時点で��歳以上の人で
　「次回確認（切替）申請期間」の始期が
　・平成��年�月�日までの場合
　　→平成��年�月�日まで
　・平成��年�月�日以後に到来する場合
　　→外国人登録証明書に記載されている日まで

■申請窓口　市民課（各振興局で申請を希望す
る人は市民課にお問い合わせください）
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

　

市
内
の
公
共
下
水
道
、
農
業
集

落
排
水
、
市
設
置
の
浄
化
槽
に
接

続
す
る
工
事
は
、
市
の
指
定
を
受

け
た
事
業
者
の
み
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
希
望
す
る
事
業
者
は
下

水
道
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
指
定
期
間　

�
年
間

■
手
数
料　

�
万
�
�
�
円

■
受
付
期
間

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
下
水
道
課  
山
乗

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
県
で
は
、「
お
か
や
ま
桃
太

郎
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会
」
の
当

日
に
県
庁
舎
を
開
放
し
て
、
身
体

に
障
が
い
の
あ
る
人
を
招
待
し
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
期
限
内
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日　

�
月
�
日
�

■
場
所　

岡
山
県
庁
�
階

■
対
象　

県
内
在
住
者
で
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
有
し
、
車
い
す
を

常
時
使
用
し
て
い
る
人

※
付
き
添
い
は
�
人
ま
で

■
申
込
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

か
電
子
申
請
に
よ
り
申
し
込
み

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
期
間

�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
障
害
福
祉
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

利
用
者
数
の
低
迷
と
重
油
の
値

上
が
り
な
ど
に
よ
り
、
入
浴
施
設

の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、

�
月
�
日
か
ら
一
般
入
浴
を
利
用

休
止
と
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課　

菱
川
・
武
村

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

市
が
発
注
す
る
施
設
な
ど
の
小

規
模
修
繕
や
物
品
・
役
務
の
入
札
、

見
積
徴
取
に
参
加
す
る
た
め
の
追

加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請

方
法
や
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
対
象　

建
物
な
ど
の
小
規
模
修

繕
（
大
工
・
左
官
・
屋
根
・
内
装
・

空
調
・
給
排
水
・
建
具
な
ど
）、
物

品
の
製
造
・
販
売
お
よ
び
役
務
の

提
供
に
か
か
る
業
種

■
受
付
期
間

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

財
産
活
用
課　

下
野

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

�
月
の
相
談
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た

※市役所の電話番号は、市内無料電話で表記しています。（市外局番 ����エリアは�、����エリアは�）

�������

�日

�落合病院（内）・落合

　����-��-����

�金田病院（外）・落合

　����-��-����

�宮島医院（内）・勝山

　����-��-����

��日

�勝山病院・勝山

　����-��-����

�廣惠医院（外）・北房

　����-��-����

��日

�金田病院・落合

　����-��-����

�米田医院（内）・勝山

　����-��-����

��日

�近藤病院・勝山

　����-��-����

�さとう医院（外）・北房

　����-��-����

　

�日

�金田病院・落合

　����-��-����

�谷田医院（外）・蒜山

　����-��-����

����

め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
村
瀬

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

今
年
も
出
水
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
河
川
や
そ
の
周
辺
で
の

作
業
や
釣
り
、
子
ど
も
の
水
遊
び

な
ど
に
は
、
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ダ
ム
の
放
流
を

知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
時

に
は
、
川
の
水
が
増
え
て
危
険
で

す
の
で
、
す
ぐ
に
川
か
ら
上
が
っ

て
く
だ
さ
い
。

中
国
電
力
株
式
会
社
津
山
電
力
所

さまざまな生き物が生息できる
森林環境を目指して

��：��～ トンボの森づくり
��：��～昼食（バーベキュー）
��：��～森の舞台づくり
　　　   樹名板取り付け

■参加費　���円
※作業しやすい服装で、かま、のこぎり、
　剪定ばさみ、軍手をご持参ください。
■申込期限　�月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　真庭・トンボの森づくり推進協議会事務局
　環境課　牧　℡  �-��-����

トンボの森づくりトンボの森づくり

��月月����日日 （（土）土） ����：：����～～����：：����
津黒いきものふれあいの里津黒いきものふれあいの里

真
庭
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

新
規
募
集
し
て
い
ま
す

桃
太
郎
ま
つ
り
納
涼
花
火
大
会

障
が
い
の
あ
る
人
を
ご
招
待

川
上
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
般
入
浴
の
利
用
休
止
に
つ
い
て

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

年
金
相
談

前
日
ま
で
に
ご
予
約
を

ダ
ム
の
放
流
に
よ
る
増
水

ご
注
意
く
だ
さ
い
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身
体
障
が
い
者
巡
回
更
生
相
談

（
肢
体
・
聴
覚
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜

��

■
場
所　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
、
難
病
患
者

■
内
容　

補
装
具
（
装
具
、
車
い

す
、
補
聴
器
な
ど
）
の
処
方
、
適

合
判
定
、
自
立
支
援
医
療
（
更
生

医
療
）
給
付
に
関
す
る
こ
と
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課　

山
本

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

国
土
調
査
は
、
地
権
者
双
方
で

土
地
の
境
界
を
確
認
し
、
測
量
、

面
積
測
定
後
に
地
籍
図
と
地
籍
簿

を
作
成
す
る
調
査
で
す
。
関
係
者

に
は
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
地
区　

勝
山
（
江
川
の
一

部
）、
落
合
（
上
市
瀬
の
一
部
）、

湯
原
（
小
童
谷
・
豊
栄
・
禾
津
の

一
部
）、
美
甘
（
延
風
の
一
部
）、

中
和
（
蒜
山
下
和
の
一
部
）

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
住
宅
課
国
土
調
査
室

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

県
北
�
市
町
合
同
の
職
員
採
用

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
各
団
体

に
分
か
れ
て
概
要
説
明
を
行
う
ほ

か
、
先
輩
職
員
の
体
験
談
な
ど
も

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し

込
み
・
参
加
費
は
不
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
後
�
時　

分
〜
�
時　

分

��

��

■
場
所　

サ
ン
・
ピ
ー
チ
お
か
や

ま
（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
�
丁
目

�
番　

号
）

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

℡（
�
�
�
）�
�
�
�

　

真
庭
保
健
所
と
真
庭
地
域
医
療

再
生
計
画
推
進
協
議
会
の
共
催

で
、
小
児
救
急
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。事
前
予
約
に
よ
る
託
児（
先

着
順
）
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�

午
後
�
時
〜
�
時　

分
��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

■
講
師　

岡
山
大
学
病
院
小
児
科

栄
徳
隆
裕
先
生
ほ
か

■
対
象　

小
児
の
保
護
者
な
ど

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
保
健
所

℡ 
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

財産活用課
℡�������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

��������	�


・市道宮芝線側溝修繕工事（建設課）

　㈲金子建設…���������円

・市道粟村線用地測量業務（建設課）

　㈱大成測量真庭営業所…���������円

今月の掲載は、�/��日の入札実施分。 

　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息

環
境
保
全
や
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
、
日
本
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
会
の
桑
原
一
司
さ
ん
を
招

き
、
講
演
会
や
見
学
会
な
ど
を
開

き
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
前
日
ま
で
に
要
申
し
込
み
）

■
開
催
日  
�
月　

日
�
〜　

日
�

��

��

■
場
所　

湯
原
温
泉
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ほ
か

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

真
庭
遺
産
研
究
会　

徳
永

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　市営住宅の入居者を募集しています。住宅
の種類ごとに入居要件が異なりますので、詳
しくは都市住宅課、もしくは振興局住宅担当
窓口にお問い合わせください。

�問   都市住宅課  小林  ℡�-��-����

�����

応募のなかった市営住宅の入居者を随時募集しています

■募集期間　�月15日�
■募集住宅　下表のとおり

〇公営住宅

　
事故住宅…前入居者が住宅内で死亡した状態で発見され
た住宅。入居後に事故住宅であることを理由に他住宅へ
のあっせんを受け付けることはできません。

〇単独住宅

　
■入居可能日　�月中旬予定

家賃戸数落合地区

������円�戸
立誠住宅

（�ＤＫ：Ｈ�建築）

家賃戸数北房地区

������～������円�戸
上水田住宅

（�ＤＫ：Ｈ��建築）

家賃戸数勝山地区

������～������円
（別途共益費�����円）

�戸
原方新住宅

（�ＬＤＫ：Ｈ��建築）

������～������円
（別途共益費�����円）

�戸
原方新住宅 ［事故住宅］
（�ＬＤＫ：Ｈ��建築）

������～������円
（別途共益費�����円）

�戸
若代住宅

（�ＤＫ：Ｈ�建築）

家賃戸数蒜山地区

������～������円�戸
緑が丘住宅

（�ＬＤＫ：Ｈ��建築）

身
体
障
が
い
者
巡
回
更
生
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

国
土
調
査

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

職
員
採
用
合
同
説
明
会

岡
山
市
内
で
開
催
し
ま
す

小
児
救
急
研
修
会
（
参
加
無
料
）

ご
参
加
く
だ
さ
い

情
報
交
流
会
（
参
加
無
料
）

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
知
ろ
う
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挑
戦
は
、
一
つ
の
目
的
に
向
か

っ
て
つ
き
進
む
、
挑
む
と
い
う
こ

と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
金
メ

ダ
ル
に
向
か
っ
て
厳
し
い
練
習
に

励
む
姿
は
、本
当
に
立
派
で
あ
り
、

美
し
い
と
思
い
ま
す
。
進
学
で
も

就
職
で
も
、
希
望
を
か
な
え
る
た

め
の
努
力
は
、
そ
の
人
な
り
の
挑

戦
で
し
ょ
う
。
私
は
、　

歳
す
ぎ

��

か
ら
、
山
陽
新
聞
の
読
者
の
ペ
ー

ジ
の
「
ち
ま
た
」
欄
に
投
稿
し
て

き
ま
し
た
。
幼
少
よ
り
、
書
く
こ

と
が
少
し
だ
け
好
き
だ
っ
た
の
が

幸
い
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

年
に
�
回
程
の
予
定
で
、
自
分
の

折
々
に
感
じ
た
こ
と
を
エ
ッ
セ
イ

風
に
書
い
て
、
投
稿
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
今
ま
で　

回
く
ら
い
取

��

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
新
聞
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
に

な
り
ま
し
た
が
、　

回
の
掲
載
に

���

向
け
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
、

日
々
の
生
活
の
中
で
テ
ー
マ
を
探

し
求
め
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
予

防
と
漢
字
や
言
葉
を
忘
れ
な
い
た

め
で
も
あ
り
ま
す
。
私
流
の
挑
戦

で
す
。

　

先
日
、
何
年
か
ぶ
り
に
神
庭
の

滝
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
�
月
の

後
半
と
い
う
事
で
、
木
々
は
緑
に

色
付
き
、
新
緑
に
囲
ま
れ
て
と
て

も
気
持
ち
の
い
い
日
で
し
た
。
私

も
気
持
ち
が
い
い
と
思
う
く
ら
い

の
日
で
す
か
ら
、
こ
の
日
は
お
猿

さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
麓
に
下
り
て
日

向
ぼ
っ
こ
。
母
親
の
背
中
に
乗
っ

た
り
、
お
っ
ぱ
い
を
飲
ん
だ
り
す

る
子
猿
、
毛
づ
く
ろ
い
を
し
て
い

今
月
の
テ
ー
マ

�������
挑
戦 
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��太平洋戦争�です 。
ご自身の戦争体験、家族
の戦争体験について、���
字程度でお寄せください。

川柳の兼題は
��気分�です。
お便りは、同封したはが
きまたは便箋をご利用く
ださい。川柳の締め切り
は�月��日�です。

�月号では、

�家�
 についてお便りを募集
しています。
（�月��日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
��通の中から
チ ョ イス

る
お
猿
さ
ん
。
い
っ
ぱ
い
見
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
得
を
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
神
庭
の
滝

に
行
け
ば
お
猿
さ
ん
に
必
ず
会
え

る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
ら
し

く
、
お
猿
さ
ん
は
野
生
の
生
き
物

な
の
で
、
こ
れ
ば
っ
か
り
は
運
に

任
せ
る
し
か
な
い
よ
う
で
す
。
こ

の
日
は
、
カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
お
猿
さ
ん
を
撮
影

し
て
み
ま
し
た
。
近
づ
い
て
撮
ろ

う
と
す
る
と
危
険
で
し
た
の
で
、

少
し
離
れ
た
場
所
か
ら
、
撮
影
し

て
み
ま
し
た
。

��
挑
戦
�

小
椋
蓉
子
さ
ん（
下
湯
原
）

毛づくろいをするお猿さん

▼

 漆坂賢志

▼

 漆坂あやね

��
神
庭
の
滝
の
お
猿
さ
ん
�

　
 
も
ん
吉
さ
ん（
久
世
）

PN

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼

 漆坂ことね

リサイクルプラザ手芸教室

���������������������

■参加費  ���円　  ■定員  ��人
■申込期限　�月�日�
■申し込み・問い合わせ先　リサイクルプラザまにわ ℡リサイクルプラザまにわ　℡��--����--��������

�/��
（木）
��：��～

クラフトテープを使用した手提げかごを作ります。
千枚通し、はさみ、ボンドをご持参ください。

今年は戦後��周年です



応 援 田中　漢明さん（東京都大田区）
清水　　貢さん（東京都中央区）
藤井　鏡二さん（東京都町田市）
小池　孝範さん（東京都立川市）
貝瀬　広斗さん（神奈川県横浜市）
広畑　史朗さん（神奈川県横浜市）
宮嶋　恭子さん（神奈川県横浜市）
上原さくらさん（神奈川県厚木市）
上原　真理さん（神奈川県厚木市）
中島　俊一さん（神奈川県川崎市）
細野　樹里さん（神奈川県平塚市）
小池みはるさん（長野県茅野市）
神山　芳寛さん（岐阜県岐阜市）
谷本　和優さん（静岡県磐田市）
安原　妙子さん（静岡県浜松市）
山内　美和さん（愛知県一宮市）
井上　　勉さん（愛知県稲沢市）
近藤　正人さん（愛知県稲沢市）
熊本　昌也さん（愛知県豊橋市）
荒川　安廣さん（愛知県名古屋市）

稲垣　佑祐さん（愛知県名古屋市）
松井　美和さん（三重県名張市）
田中　和久さん（京都府京都市）
田中知恵子さん（京都府京都市）
鄭　　　守さん（京都府京都市）
前田　真一さん（大阪府羽曳野市）
足立　千佳さん（大阪府大阪市）
高橋　祥二さん（大阪府大阪市）
北浦　圭介さん（兵庫県加古川市）
三善　博巳さん（兵庫県神戸市）
上仲　秀哉さん（兵庫県西宮市）
篠原　　肇さん（兵庫県西宮市）
仲島　宏政さん（兵庫県尼崎市）
田中　　尚さん（奈良県御所市）
多田　友子さん（奈良県生駒郡斑鳩町）
田代　祐一さん（岡山県岡山市）
林　　光枝さん（広島県三原市）
川崎　真実さん（広島県三次市）
下山　幹生さん（福岡県糟屋郡志免町）
橘　　寛司さん（熊本県熊本市）

遠藤　宏昭さん（宮城県石巻市）
藤田マリ子さん（埼玉県さいたま市）
安田　明弘さん（千葉県習志野市）
早川　　徹さん（千葉県松戸市）
佐々木祐也さん（千葉県松戸市）
石川　　豊さん（千葉県船橋市）
高中　　篤さん（千葉県船橋市）
�　　嘉堂さん（東京都港区）
佃　　次郎さん（東京都小平市）
安藤　敬資さん（東京都昭島市）
北川　　尚さん（東京都世田谷区）
吉岡可奈子さん（東京都世田谷区）
金　　秀英さん（東京都足立区）
染谷　昌利さん（東京都足立区）

 久  保  田   彩 加    ちゃん

く ぼ た さや か

Ｈ������ 生まれ（古見）
◯応  訓生・貴子さん（両親）

大 �    優成        くん

おおやなぎゆうせい

Ｈ������� 生まれ（上水田）
◯応  拓也・好恵さん（両親）

 植  田   結 菜    ちゃん

うえ だ ゆ な

Ｈ ��� �� �� 生まれ（鍋屋）
◯応  武士・涼子さん（両親）

�月生まれ募集中 !

���Maniwa

 前  田   咲 來    ちゃん

まえ だ さ く

Ｈ������ 生まれ（中）
◯応  浩志・若菜さん（両親）

 赤  岩   七 海    ちゃん

あか いわ なな み

Ｈ������ 生まれ（神代）
◯応  祐輔・沙耶佳さん（両親）

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎え
られる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふ
りがな）�性別�生年月日�
住所�応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ�-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

1歳のお祝いに
広報真庭に写真を

初めて迎える誕生日の
記念に、お子さんの写
真を広報真庭に掲載し
ませんか。お送りいた
だければもれなく掲載
します。持参、郵送、
メールいずれでも結構
です。

ふるさと納税として寄付金を
いただきました。
交流定住推進課  ℡�-��-����

魅力ある
まち づ く りを

※平成��年�月入金分（掲載希望者のみ）を掲載しています。

■日　時　�月�日�　��：��～

■入場料　一般�����円　中学生以下�����円
　　　　　　   ※�歳未満のひざ上鑑賞は無料ですが、席が必要な場合は有料です。

■問い合わせ先　勝山文化センター　℡�-��-����

動物たちが織りなす楽しくて不思議なクラシック
コンサート。�歳から入場できます。

����������������
ダンディズム

ズーラシアンブラス の 「 音楽の絵本 」 の世界へようこそ ！
～動物たちの音楽隊～



Maniwa ��

��������	
　  〒���-���� 真庭市本郷����
　  ＴＥＬ（ＦＡＸ兼） �-��-����
　  開館時間  �：��～��：��（土日�：��～��：��）　
　  休館日  毎週月曜日と祝日

今月のおすすめの本カ
フ
ェ
で
憩
い
の
ひ
と
時
を

湯
浅
真
佐
さ
ん（
久
世
）

　

山
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
旧
上
田
小

学
校
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ「 
玉  
響 
」

た
ま 

ゆ
ら

の
運
営
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
カ

フ
ェ
が
あ
る
上
田
地
区
は
、
自
然

に
囲
ま
れ
て
風
や
空
気
が
気
持
ち

い
い
場
所
で
す
。
来
店
さ
れ
る
方

と
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
、
交
流

す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
日
常

と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
、
憩

い
の
ひ
と
と
き
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

自
分
に
も
で
き
る
こ
と
を

片
岡
優
幸
さ
ん（
平
松
）

　

勝
山
高
校
の
同
じ
部
活
動
の
�

人
と
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
市
民
会
議
結
成
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
僕
は
も
っ
と
真
庭
市
の

事
を
知
っ
て
、
多
く
の
人
と
話
し

て
、
自
分
も
何
か
役
に
立
て
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
思
い
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、「
雇
用
創
生
」
と

「
都
市
づ
く
り
」に
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
真

庭
市
は
、
産
業
が
も
っ
と
活
発
に

な
っ
て
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

大
久
留
見
山
の
自
然
を
楽
し
ん
で

持
徳
浩
太
く
ん（
美
甘
）

　

お
お
ぐ
る
み
山
ぐ
る
ぐ
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。
大

久
留
見
山
で
は
山
桜
や
新
緑
が
と

当代一の誉れ高い絵師・円
山応挙の弟子、彦太郎。京随
一の絵師と豪語する豊蔵。
会えば喧嘩ばかりの2人だ
が、絵師としては認め合い
…。天才絵師の矜持と苦悩、
数奇な生き様を描いた傑作
時代小説。ちなみに“ごんた
くれ”とは、困った人、いたず
ら者という意味のようです。

て
も
き
れ
い
で
、
遠
く
に
は
雪
が

残
っ
た
大
山
が
見
え
ま
し
た
。
一

緒
に
参
加
し
た
大
人
の
人
た
ち
か

ら
植
物
の
こ
と
を
教
わ
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
遊

歩
道
は
歩
き
や
す
く
整
備
さ
れ
て

い
て
、
景
色
や
植
物
を
見
な
が
ら

気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
美
甘
に
あ
る
こ
の

山
の
こ
と
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
自
然
の

魅
力
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

僕
も
ま
た
登
り
た
い
で
す
。

「天皇陛下料理番の和のレシピ」
谷部金次郎／著　幻冬舎

天皇家ではどのような食事
をされているのか気になり
ませんか？宮中風茶碗蒸
し、秋刀魚とごぼうの梅煮、
鶏と卵のそぼろ丼など…。
“天皇家の台所”に��年間奉
職し、陛下の健康と長寿を支
えた料理人の普段使いでき
る��のレシピを紹介します。

����年、リオデジャネイ
ロで開催された国際会議
で話題となった、「世界で
いちばん貧しい大統領」
として知られるウルグア
イ大統領のスピーチ絵本。
経済的な豊かさを追い求
めるのではなく、真の幸
福とは何かを伝える。

「世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ」
中川学／絵　汐文社

「ごんたくれ 」
西條奈加／著　光文社

「人類の進化大研究」
河野礼子／監修

人類はいつ頃、どこで誕生
し、どのように進化してき
たのか。最新の研究成果を
踏まえ、ヒトとチンパンジ
ーの違い、脳の大きさ、サ
ルの進化、原人の移動、火
の使用、日本人のルーツな
どを、図版とともにやさし
く紹介する。

▼

 PN クリリン

▼

 押目夏葵

▼

 PN センサス



大切に育ててね （�����）
真庭高校生物生産科の生徒たちが、落合こども園で植栽交流を行いまし
た。最初は緊張していた園児たちも次第に打ち解け、お兄ちゃんお兄ち
ゃんと一緒に仲良く花を植えて、水やりをました。

��� Maniwa

川 柳   「飾る」
健
康
で
飾
ら
ぬ
母
の
手
が
温
い　
　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

見
栄
だ
け
の
飾
り
の
言
葉
す
ぐ
は
げ
る　
　

片
田
吉
美　
　

蒜
山
下
和

初
孫
の
ド
レ
ス
着
飾
る
晴
れ
の
朝　
　
　
　

仲
田
孝
江　
　

組

農
休
日
家
族
サ
ー
ビ
ス
着
飾
っ
て　
　
　
　

松
竹
梅　
　
　

上
水
田

飾
っ
て
あ
る
孫
の
写
真
を
ま
ず
ほ
め
る　
　

由
井
堅
史　
　

蒜
山
初
和

飾
り
気
も
金
も
な
い
け
ど
愛
が
あ
る　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

人
生
の
旅
路
を
飾
る
老
い
の
日
　々
　
　
　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

飾
ら
な
い
言
葉
で
趣
味
の
輪
が
和
む　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

故
里
へ
飾
る
錦
が
ま
だ
織
れ
ず　
　
　
　
　

田
中
久
榮　
　

久
世

着
飾
っ
て
心
う
き
う
き
ば
ば
の
旅　
　
　
　

岩
古
房
惠　
　

蒜
山
東
茅
部

爺
婆
の
丹
精
飾
る
無
人
市　
　
　
　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

着
飾
っ
た
稚
児
に
手
こ
ず
る
カ
メ
ラ
マ
ン　

松
尾
千
恵
子　

月
田

着
飾
っ
て
鏡
を
見
て
も
同
じ
顔　
　
　
　
　

小
谷
美
紗
子　

蒜
山
下
見

飾
り
気
は
な
い
が
節
目
を
通
す
人　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

恥
じ
ら
い
を
の
こ
し
て
老
い
の
身
を
飾
り　

行
本
愼
五　
　

久
世

子
等
の
部
屋
飾
る
賞
状
夢
が
あ
る　
　
　
　

庄
司
美
佐
惠　

久
世

光
る
も
の
無
い
が
笑
顔
が
身
を
飾
る　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

選：勝山川柳会　原　健裕さん

��������	
�

�
�
�
�
�
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▼

 PN となりのトロロ

今
月
の���

▼

 立川泰真

　�月は食育月間です。また、毎月��
日は食育の日です。真庭市食育推進協
議会では、食育に関するクイズを行い
ます。クイズに答えて、食の大切さに
ついて、みんなで考えましょう。

■応募方法

　はがきに①答え（○か×）②住所③氏

名④年齢⑤電話番号を明記し応募してく

ださい。全問正解者には、抽選で記念品

をお送りします。なお、発表は記念品の

発送をもって換えさせていただきます。

■応募先

　〒���-����  真庭市久世����-�

　健康福祉部健康推進課

　「まにわ食育クイズ係」

■応募締切　

　�月��日�まで

■問い合わせ先

　健康推進課　兵江・池田

　℡�-��-����・Ｆ Ａ Ｘ�-��-����

問�　大さじ�杯（��ｇ）のバターとマー
ガリンではマーガリンの方が食塩
相当量が多い

問�　しょうゆやソースはかけて食べる
より、つけて食べる方が減塩となる

問�　ウィンナーやハムなどの加工食品の
摂りすぎは、塩分の摂りすぎとなる

問�　日本人の食塩摂取量は、 男女別に目
標値が決められている

問�　成人男性の食塩摂取量の目標量は、
���ｇ未満/日である

問�　野菜や果物に多く含まれるカリウム
は、体内の余分な塩分を排泄する作
用がある

問�　みそ汁は、野菜などの具が多い方が、
具が少ないよりは、減塩になる

問�　ネギなどの香味野菜やレモンや酢
などの酸味を上手に利用すると減
塩になる

問�    うど ん�束 （���ｇ）と そうめん�束
（���ｇ）では、そうめんの方が食塩
相当量が多い

問��　減塩は、高血圧予防につながる

 ６ 月は食育月間
「まにわ食育クイズ」に挑戦しよう

減塩クイズ
○か×でお答えください
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「
�
�
�
�
ほ
た
る
サ

ミ
ッ
ト　

ま
に
わ
」
が
、

in

�
月　

日
、　

日
に
北
房

��

��

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ホ
タ
ル
の
保
護
や
ホ

タ
ル
に
よ
る
地
域
お
こ
し

な
ど
を
進
め
る　

の
自
治

��

体
が
集
ま
り
、
各
地
の
活

動
報
告
や
自
然
と
の
共
生

を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
呰
部
小
学
校
の
児

童
が
学
校
と
地
域
の
取
り

組
み
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

熱
演
。感
動
的
な
内
容
に
、

会
場
に
詰
め
掛
け
た
約
�

�
�
人
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
保
護
セ
ン
タ
ー
の
改
装

に
合
わ
せ
て
、
体
長
約
�

�
� 
㌢ 
で
当
時
国
内
最
大

級
だ
っ
た
は
ん
ざ
き
（
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
）
の
愛
称
を
募

集
。
�
�
�
点
あ

っ
た
応
募
の
中
か

ら
愛
称
を
「
リ
ュ

ウ
」
に
決
定
し
、

�
月　

日
に
命
名

��

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
湯

原
小
学
校
の
�
年
生
児
童

も
参
加
し
、
関
係
者
ら
と

愛
称
の
誕
生
を
祝
い
ま
し

た
。残
念
な
が
ら
、そ
の
後
、

リ
ュ
ウ
く
ん
は
亡
く
な
り

ま
し
た
が
、は
く
製
に
生
ま

れ
変
わ
っ
て
現
在
も
同
セ

ン
タ
ー
で
活
躍
中
で
す
。

　

岡
山
県
北
部
で
�
月　
��

日
の
夕
方
、
局
地
的
に
激

し
い
雨
が
降
り
ま
し
た
。

真
庭
市
も
激
し
い
雷
雨
に

見
舞
わ
れ
、
久
世
で
�
時

間
雨
量
が
観
測
史
上
最
多

（
当
時
）
と
な
る　

・
�
㍉

��

を
記
録
。
市
内
で
は
停
電

や
床
下
浸
水
の
被
害
が
出

た
ほ
か
、
本
庁
舎
駐
車
場

も
一
時
冠
水
す
る
な
ど
し

ま
し
た
。

市役所本庁舎から写した
落雷の瞬間

 
平
成　

年
��

自
然
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
に

ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
を
真
庭
市
で
初
開
催

は
ん
ざ
き
の
愛
称
が

��
リ 
ュ 
ウ
�く
ん
に

 
平
成　

年
��

 
平
成　

年
��

自
然
の
猛
威

久
世
で 
� 
時
間 　

㍉
��

愛称「リュウ」お披露目の瞬間

ホタル保護の取り組みをミュージカルで
演じる呰部小学校の児童

真
庭
市
制
施
行　

周
年
特
別
企
画（
広
報
真
庭 
ア
ー
カ
イ
ブ
）

��

�
��
��
�
�
�
������
月
版

真
庭
市
が
積
み
重
ね
て
き
た　

年
間
。あ
の
年
の

��

�
月
の
出
来
事
を
見
て
、ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 �

※「冠事業」とは、��周年記念事業である旨を名称に冠して行う
　事業のことです。（終了した事業も一部掲載しています）

「真庭市制施行��周年記念事業」の冠を
付けていただいた行事やイベントに、
のぼりやジャンパーを貸し出します。
一緒に��周年を盛り上げてみませんか。
詳しくはお問い合わせください。

�問   総務部総務課  ℡ �-��-����

■第��回美甘スポーツフェスティバル
　�月��日�　美甘ドームほか

■Ｉｎｄｉｇｏ ｊａｍ ｕｎｉｔ L I V E
　�月�日�　久世エスパス

■第�回真庭市ニュースポーツフェスティバル
　�月�日�　真庭やまびこスタジアム

■真庭クリーンハイキング
　�月�日�　蒜山登山道

■第��回真庭市長杯ソフトバレーボール大会
　�月�日�　白梅総合体育館

■勝山高等学校吹奏楽部第��回定期演奏会
　�月�日�　勝山文化センター

■北房ホタルの発表会
　�月��日�　北房文化センター

■第��回真庭市春季剣道大会
　�月��日�　北房Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

■第��回真庭ＣＵ Ｐ綱引大会
　�月��日�　白梅総合体育館

■エスパス管弦楽団第��回定期演奏会
　�月��日�　久世エスパス

■第��回岡山県キンボールスポーツ普及発祥の地北房大会
　�月��日�　北房Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

■第��回真庭退職・現職教職員総合作品展
　�月��日�～��日�　勝山文化センター

■真庭市長杯・第��回真庭市民ゴルフ大会
　�月��日�　備中高原北房カントリー倶楽部

■ＪＡ共済「親と子の交通安全ミュージカル」
　�月�日�　高梁総合文化会館

■「モナリザを描く」展
　�月�日�～��日�　勝山文化往来館ひしお

■はらやんコンサート 「夢をまく」
　�月��日�　久世エスパス

市制施行
��周年記念�����������������������ご紹介
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■第��回全国土地改良功労者等表彰　�/��　東京都
　　　　　　　　 黒尾土地改良区理事長-
　　　　　　　　　　　野村　榮（久世）�

■全国私立高等学校男女バレーボール
　選手権大会　�/��～��　神奈川県
　■同大会中国ブロック予選会
　��/��～��　広島県　成績上位により出場
　左から：美馬  隼（蒜山下長田）、實原涼介（蒜山下和）

■第��回聞き書き甲子園　�/��　東京都
　海・川部門　優秀作品賞
　　 真庭高等学校-吉田静梨奈（上水田）�

■第��回日本選手権水泳競技大会　�/�～��　東京都
　■第��回関東学生冬季公認記録会　�/��　東京都
　��ｍ背泳ぎ　標準記録突破
　　　　　　　　　　　赤木彩乃（勝山）�

■鞆の浦大漁節全国大会　�/�　広島県
　合唱の部　最優秀賞
　落合グループ（北部名泉会西原教室）

　

  上を目指して（中国大会や県大会など）

■平成��年度永年勤続町内会長・区長等知事表彰
　�/��　岡山市　岸添自治会-片岡出水（山田）

叙勲を受けられた方をご紹介します。
おめでとうございます。

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

春の叙勲
元国勢調査員

清水政男さん（古見）�����
昭和��年から��年間にわた
って計��回、国勢調査員を
務められました。本業の農
業などの合間を縫って古見
地区の��～��戸を周り、国
の未来をつくるために欠か
せない情報基盤づくりに貢
献されました。

春の叙勲
元真庭市消防団副団長

初岡俊数さん（久世）�����
昭和��年、久世町消防団に
入団以来��年間にわたり消
防団活動に従事されまし
た。火災予防の啓発活動に
も努めてきたほか、団員の
技術向上を図る訓練を積極
的に実施するなど、地域消
防に貢献されました。

高齢者叙勲
元久勝山町立勝山中学校長

中芝　寛さん（月田）�����
昭和��年新庄国民学校勤務
を命ぜられて以来、昭和��
年の勝山中学校退職まで、
地域の実情に即した教育活
動を実践し、歴任校で培わ
れた指導力や企画力を発揮
され教育向上に尽力されま
した。

春の叙勲
元真庭市美甘消防団長

中山俊久さん（美甘）�����
昭和��年に美甘村消防団に
入団以来、美甘村消防団団
長、市美甘消防団団長を歴
任されました。平成��年の
退団までに、川に流された
人の救助や、地域防災、操
法訓練の技術向上などに貢
献されました。

危険業務従事者叙勲
元真庭広域連合消防監

松下益雄さん（鹿田）�����
昭和��年に真庭消防組合に
入署、消防署長・消防長な
どを歴任されました。阪神
淡路大震災を機に現場に即
応する危機管理、新しい通
信システム導入や救急隊員
の教育など、地域防災・消
防に尽力されました。



山菜の説明を受ける参加者

　

�
月　

日
、
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

��

の
里
で「
採
っ
て
！
食
べ
て
！
山
菜
講
座
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
山
菜
の
種
類
や
見
分

け
方
、
収
穫
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ

あ
い
の
里
が
開
催
。
約　

人
の
参
加
者
は

��

敷
地
内
を
歩
き
な
が
ら
、
山
菜
を
収
穫
す

る
際
の
注
意
点
や
、
食
べ
方
、
毒
の
あ
る

危
険
な
植
物
の
特
徴
に
つ
い
て
講
師
の
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。
散
策
の
後
に
は
、
山

菜
の
天
ぷ
ら
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
春

の
味
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

山
菜
採
り
の
マ
ナ
ー
な
ど
学
ぶ

採
っ
て
！
食
べ
て
！
山
菜
講
座

作品を眺める観光客

　

�
月
�
日
〜
�
日
ま
で
、
勝
山
町
並
み

保
存
地
区
に
あ
る
古
民
家
「
庄
屋
」
で
、

「
竹
と
土
と
台
湾
茶
」
展
が
開
か
れ
ま
し

た
。地
元
ゆ
か
り
の
工
芸
作
家
ら
�
組
が
、

築
�
�
�
年
の
古
民
家
を
改
装
し
た
ス
ペ

ー
ス
に
竹
細
工
や
陶
芸
、台
湾
茶
を
出
品
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
巧
み
な
技
が
光
る
工

芸
品
を
手
に
取
っ
て
見
た
り
、
風
情
あ
る

庭
を
眺
め
な
が
ら
台
湾
の
お
茶
を
味
わ
っ

た
り
し
ま
し
た
。
作
り
手
と
会
話
を
す
る

な
ど
し
な
が
ら
和
や
か
な
交
流
の
ひ
と
時

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

古
民
家
で
作
品
楽
し
む

竹
と
土
と
台
湾
茶

Maniwa ��

　

�
月　

日
〜
�
月
�
日
ま
で
、
普
門
寺
周
辺
で
上

��

田
の
春
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
団
体
が

特
産
品
な
ど
を
販
売
し
、
い
ろ
り
も
あ
る
茅
葺
き
屋

根
の
『
花
見
庵
』
で
は
、
名
物
の
「
昔
そ
ば
き
り
」

に
舌
鼓
を
打
つ
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

�
月　

日
、
旧
上
田
小
学
校
校
校
舎
内
に
、「
カ
フ
ェ

��

 
玉  
響 
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
自
然
を
重
視
し
た

た
ま 

ゆ
ら

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ス
イ
ー
ツ
や
飲
み
物
を
提
供
。
日

曜
日
と
月
曜
日
の
午
前　

時
〜
午
後
�
時
ま
で
営
業

��

し
て
い
ま
す
。

上田地域でくつろいで上田地域でくつろいで
　上田の春まつり・カフェ玉響オープン上田の春まつり・カフェ玉響オープン

写真上：満開のシャクナゲの前で、そばや
天ぷらを味わう観光客
写真左：カフェ玉響でスムージーの提供
を受けるお客
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや振興局から寄せられた情報で作成していきます

　

�
月　

日
、
落
合
小
学
校
体
育
館
で
鬼

��

丸
昌
也
講
演
会
（
垂
水
向
津
矢
住
民
会
青

壮
年
部
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
の
鬼
丸
昌
也
さ
ん
は
「
地
雷
」「
小
型
武

器
」「
子
ど
も
兵
」
と
い
う
�
つ
の
課
題
に

対
し
て
、
現
場
で
の
国
際
協
力
と
国
内
で

の
啓
発
・
提
言
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
設
立
。
今
回
の

講
演
で
は
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
に
巻
き
込
ま

れ
た
子
ど
も
兵
や
、
東
日
本
大
震
災
で
の

支
援
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
訪
れ
た
参
加
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

来場者に語りかける鬼丸さん

　　 バイ ク で安全な通学を

真庭高校久世校地の二輪車

実技講習が真庭自動車学校

で開かれました。バイクで

通学している同校地の�年

生が参加し、指導員からポ

イントを教わりながら、安

全な運転技術に磨きをかけ

ました。

�/��

　　 山歩きで豊かな自然を満喫

美甘地域にある大久留見山

でウォーキングイベントが

開かれ、約��人が新緑の山

歩きを楽しみました。参加

者は周りの山々の眺めや足

元のかれんな山野草を愛で

ながら、約�時間のコース

を歩きました。

�/��

　　 山中一揆の犠牲者��人を供養

禾津にある義民の丘で義民

まつりが行われました。今

から���年近く前、津山藩の

圧政に耐えかねた農民が起

こした「山中一揆」で処刑

された��人を、義民の子孫

や地域の人たちが供養しま

した。

�/�

　　 絵本を作ろう ！

絵本作りを通して絵本の楽

しさや魅力を知ってもらおう

と、久世図書館で絵本を作

るイベントが開かれました。

子どもや親子連れあわせて

 ��人が�種類の仕掛け絵

本作りに挑戦し楽しい時間

を過ごしました。

�/��

　　 山開きで響くホルンの音

夏山登山シーズンを迎え、

登山者の安全を願う山開き

が塩釜石彫公園で行われま

した。関係者約��人が無事

故を祈願したほか、アルプ

ホルンの演奏も行われ、登

山シーズン到来を告げる音

色が響きわたりました。

�/��

今
の
自
分
に
何
が
で
き
る
か

鬼
丸
昌
也
講
演
会

　

�
月　

日
、
富
原
小
学
校
周
辺
で
、
お

��

茶
の
魅
力
を
広
く
伝
え
よ
う
と
「
第　

回
��

富
原
お
茶
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
特
産
品
や

軽
食
な
ど
の
販
売
、
お
茶
摘
み
や
製
茶
体

験
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
や
家
族
連

れ
ら
は
、
今
で
は
貴
重
と
な
っ
た
体
験
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
富
原
茶
を

普
及
さ
せ
る
た
め
に
商
品
化
に
取
り
組
ん

で
い
た
「
と
み
は
ら
茶
」
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
完
成
し
、
試
飲
販
売
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
の
喉
を
潤
し
て
い
ま
し
た
。

お
茶
の
魅
力
を
伝
え
た
い

富
原
お
茶
ま
つ
り

手もみ製茶を体験する観光客
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広
報
真
庭   
●
月
号

　���

が�

編
集
後
記�

　

楽
し
み
な
ホ
タ
ル
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
少
し
発
生
が
早
そ

う
で
す
。
少
々
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
北
房
の
「
川
が
ま
る
ご
と
光
る
」

よ
う
な
あ
の
風
景
。
見
た
こ
と
が
な
い

人
は
ぜ
ひ
一
度
。
以
前
開
か
れ
た
ほ
た

る
サ
ミ
ッ
ト
で
、
ホ
タ
ル
自
慢
の
ま
ち

か
ら
来
た
人
た
ち
が
、「
こ
り
ゃ
あ
ス
ゴ

イ
わ
」
と
た
め
息
を
漏
ら
し
て
い
ま
し

た
。
真
庭
に
住
ん
で
い
る
特
典
の
ひ
と

つ
で
す
。
お
見
逃
し
な
く
！ 

江
崎

　

今
回
は
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化

に
つ
い
て
特
集
を
作
成
し
ま
し
た
。
生

ご
み
を
堆
肥
化
し
て
い
る
取
り
組
み

は
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
半
分
は
生
ご
み
な
ん
で

す
。そ
れ
が
肥
料
に
な
る
ん
で
す
か
ら
。

ま
だ
実
験
途
中
で
す
が
、
こ
の
取
り
組

み
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
雑
が
み
を
分
別
す
る
こ
と

も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
分
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
を
。 

横
山

真庭市制施行��周年記念

ホタルがよく飛ぶ時間帯は？
　�午後�時��分から�時間程度
　�午前�時前後
　�午前�時前後

どんな天気のときがいいの？
　�気温と湿度が高いとき
　　・雨が降る前
　　・雨が降った後　など

ホタルが飛ばないのは？
　�雨や風の強い日
　�気温の低い日
　�満月の前後（明るい夜）

　�月��日は「ろく・（てん）ふろ」の語呂合わせで「露天風呂の日」。湯
原温泉街では、温泉に感謝をする日としてさまざまなイベントが催され
ます。また、��時～��時まで協賛旅館の内湯が無料開放されます。

�問   湯原観光情報センター  ℡����-��-����

���・ ����������

主な
行事

★�：��～

露天風呂大掃除
（砂湯）

★�：��～

お湯取りの儀
（温泉薬師堂）

★�：��～

温泉感謝の集い
（砂湯）

ホ
タ
ル
観
賞
月
間 
�
月
�
日
〜　

日
��

ほ
く 
ぼ
う
ホ
タ
ル
の
里

　

毎
年
多
く
の
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
備
中
川
。
北
房
地
区
で
は
�
月
を

「
ホ
タ
ル
観
賞
月
間
」
と
し
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
と
観
賞

マ
ナ
ー
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
数
の
ホ
タ
ル
が
こ
の
時
期
だ
け

見
せ
る
光
の
シ
ョ
ー
を
見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆ホタルは人工の光が嫌いです
　車のライトや懐中電灯の光をホタルや河川に向けない
ようにしましょう。河川沿いの車の走行・駐停車もお
控えください。

◆絶対に獲らないでください
　地域で大切に守っているホタルです。捕まえて持ち帰
らないでください。

◆川の中に入らないでください
　ホタルが生息する河川、茂みなどには入らないでくだ
さい。

◆ごみは持ち帰りましょう
　環境保全のため、ごみは各自でお持ち帰りください。

※ホタルの発生状況などについては、北房振興局
（℡ �- ��-����）にお問い合わせください。
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